
事業名 市民協働に向けての土壌づくり  
 

団体名 市民協働まちづくり隊 代表者名 中村 陽平 

事業実施総額 １８０，４１４円 補助金額 １５３，０００円 

事業実施日 
（または期間） 

8/8、8/9、9/16、11/3、11/17、11/24、
11/30、12/1、12/7、R3/2/28、3/10  市内 

事業概要・成果等 

事業の趣旨 市政について、市民全員が考え互いに行動を起こし、全員でまちづくりをする。 
活動の実施状況 春日台せせらぎ公園の看板設置事業 

8/8      Misawa Art Project 15 名 ｢楽しくＳＮＳを使おう｣ 
8/9    ＳＮＳ情報発信 看板デザイン募集案内ビラ作成開始 
9/16     看板デザイン募集開始 ビラ配布・声かけ→10/19 公募締め切り 
11/3    デザイン ＳＮＳ投票スタート 
11/17    八戸工業大学 せせらぎ公園視察 
11/24    デザイン画決定 
11/30    図面作成協働プロジェクトチーム発足 
12/1     図面作成開始 
12/7     看板設置位置協議 
R3/2/28  図面完成 

事業のＰＲ方法 ［方法］コロナ禍における、事業のＰＲ方法は「ＳＮＳによる周知」が有効だと考え、ＳＮＳ講座を開催し、個々の発信力を高
めた。また、チラシを作成し、回覧板にて西古間木地区町内に周知した。そして学生にも協力いただき、三沢高等学校、三沢商
業高等学校、三沢第五中学校、八戸工業大学に事業の参加を呼び掛けた。 

事業の検証 ［市民への波及効果］ 
今日における波及効果は分からない。市民協働のまちづくり隊の認知度は前年より上がったと思う。今後、図面をもとに看板を
作成する作業や、公園を利用したイベント等を順次に行い、その結果西古間木地区においてプラスとなる結果がもたらされるこ
とにより、各地区への波及効果が望めると思われる。 
［良かった点］ 
ＳＮＳ講座で学んだことが、構成員の日々の仕事場でも有効に使われており、相乗効果が生まれてよかった。今年度から八戸工
業大学や Misawa Art Project と協働で一つの事業に挑戦することにより、新たな可能性が広がった。 
［悪かった点］ 
コロナ禍において、事業全体が縮小した形でしか実現できないこと。リモートやＳＮＳを使ったコミュニケーションでは、中々
人と人との交流に高い満足感が得られない。 
［改善点］ 
事業の展開速度が遅い。 
［参加者の意見］ 
その地域も若者の流出が課題。いかに若者に伝えるかが大事ではないか。 
［団体構成員間での事業に対する意識の共有］ 
今後も継続して活動し、自分たちの生活圏がより楽しく住みやすい地域へと変わっていけるようにしたい。 

今後の展開 来期はせせらぎ公園でイベントを開催したい。 

活動の様子  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


